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お問い合わせ　福祉健康課 健康づくり係　☎966―1207

日時：11月17日（日）　午前10時～午後4時
場所：恩納村ふれあい体験学習センター

※チラシに掲載されているイベント内容は、諸事情により変更になる場合もあります。

恩納村健康福祉まつり開催のお知らせ！
　今年も健康や福祉について様々な情報を発信できるよう、楽しい企画などをご用意して村民の皆様のお越
しをお待ちしております。なお、まつり内容の詳細については、チラシをご確認ください。
（各公民館から配布、役場窓口、恩納村ホームページ）

恩納村健康福祉まつり開催のお知らせ！
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【校章選定の経過】
４月１日～ 5月31日

６月５日
７月16日

７月27日、28日
　　９月２日～ 25日

10月10日

10月下旬

全国から校章募集。計484作品の応募
中学校統合推進協議会第２回総務部会にて７案に選考
第３回総務部会にて、専門家を交え前回案を参考に追加作品も含め７案に選考
村民を対象とした、校章デザインアンケート実施（うんなまつり会場）
村内各小中学校にて校章デザインアンケート実施
対象：うんな中学校開校時（４月）、１～３年生
中学校統合推進協議会第4回総務部会にて最終選考
森マリエ様の作品に決定
校章デザインの公表

お問い合わせ：中学校統合推進室　☎９６６－１２０９
◆うんな中学校に関する情報を随時配信中☞HP：http://tougou-onna.strikingly.com

　10月10日に開催された、中学校統合推進協議会第４回総務部会において、うんな中学校の校章が決
定しました。
　決定については、デザインの専門家も交え、村民投票や学生投票の結果を参考に協議し、下記の作品
に決定となりました。
　この度は、皆様より多くの校章デザインの応募ありがとうございました。

●選考理由
　村民、村内学生アンケートでもトップの票を得ており、恩納村の自然を
上手くモダンに表現している良いデザインであること。
また、現在準備中の校歌の歌詞とも整合性もあることから選考し、決定と
なりました。

【デザイン説明】
　真ん中の「うんな中学校」を囲むように、海（波）・山・サンゴ・鳥
のモチーフを描き、中学校の周りに広がる自然豊かな恩納村の魅力を
デザインしました。
　太くて丸みのある線と書体にすることで親しみやすさを出してい
ます。また、５つの中学校が統合するということを、５つのカラーで表
現しました。

【作者からのコメント】
　この度はうんな中学校の校章デザインに採用していただきましたことを大変光栄に思います。
　海、山、空、恩納村に広がる豊かな自然に思いをはせながらデザインさせていただきました。これから始まるうんな
中学校での生活、さらには卒業後も皆さまと共に歩んでいく校章となりますよう心より願っております。　森 マリエ

中学校統合推進室通信  Vol.12

うんな中学校校章決定

【校章デザイン】 作者：森 マリエ 　出身地：東京都
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▲役場表敬 ▲かぎやで風を披露 ▲親戚あいさつ

恩納村の皆さん、こんにちは！
　恩納村では「海外移住者子弟研修生受入事業」として、ブラジルから移住者子弟の大工廻ルーカスケンゾ
さんを研修生として受け入れています。大工廻さんは太田区の仲村家にルーツを持ち、「自分の先祖のこと
をもっと知りたい」という思いで恩納村に来ました。９月から２月までの半年間の研修で日本語や沖縄の文
化・芸能を学びます。また地域のイベントに参加するなど村民との交流も積極的に行っていきますので、見
かけたときは気軽に声をかけてください。
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むらの話題

未来塾開講式

　今年で9回目を迎える「恩納村未来塾（主催：村
学力向上推進委員会）」の開講式が9月10日に村役
場で開催され、村教育委員会や各中学校校長と生徒
代表そして名桜大学教員養成センター長と学生らが
参加しました。未来塾は村内に進学のための学習塾
が少ないことから2011年に開設され、村内中学３
年生を対象に行われる無料塾。講師は名桜大学の教
師を志す学生で、今回は５中学校に11人が配置さ
れます。同塾は９月から２月までの毎週火曜日と木
曜日に午後５時から７時まで開催され受験生のテキ
ストも無料で配布。学推委員長の當山欽也教育長か
らは「しっかりと目標をもって全員合格を目指して
頑張ってください」と激励のあいさつがありました。

Honey&Coral Projectがスタート！

　恩納村とOISTが協力して持続的海洋保全共同養
蜂プロジェクト「Honey(ハニー ) & Coral(コーラ
ル) Project(プロジェクト)」を立ち上げました。
ミツバチを使って農地からの赤土等流出からサンゴ
礁を守ることを目指しています。
　ミツバチは、花と緑、きれいな水の豊かな場所で
ないと生存が難しいため、その地域の環境条件を計
ることのできる「環境指標生物」のひとつです。受
粉者として樹木の生育を助け、そこに鳥などの生物
たちが集まることで生物多様性にも重要な役割を果
たします。
　地域の農家に対する養蜂講座、養蜂支援を行い、
農家の利益につなげること、周辺に蜜源としての花
畑を増やすことで観光資源として活用すること、さ
らに、ミツバチを介した環境学習、耕畜連携を進め
ていきます。
　このプロジェクトはふるさとづくり応援寄附金を
活用しています。

恩納村文化情報センターだより　Vol.97

●センターに関する情報は、ホームページで確認できます●

11月のおすすめ本

　人にとって「犬」は良きパートナー。一緒に暮らす犬目線から見た心地
の良い家とはどんなものなのでしょうか。ロープのついた揺れる家や、も
こもこの毛糸に覆われた一見クッションのような家など、ユニークな建築
が満載。新国立競技場設計で注目される隈研吾も参加した個性的なデザイ
ンに注目！

『犬のための建築』　　ARCHITECTURE  FOR  DOGS,INC.‖編

 

【お問い合わせ】
恩納村文化情報センター　

〒904-0415 恩納村字仲泊 1656 番地 8
℡：098-982-5432【HP】 http://www.onna-culture.jp

【資料整理日】21日
【休館日】5日、6日、11日、18日、25日

恩納村文化情報センター 11月　休館日 

  

　『宝島』で第160回直木賞、第９回山田風太郎賞
を受賞した真藤順丈氏による特別講演会を開催いた
します。皆様のご参加お待ちしております。

　“良い図書館を良いと言う”Library of the Year（以下LoY）2019の優秀賞に恩納村文化情報センター
が選ばれました。沖縄県内図書館では初の受賞になります。
　LoYはこれからの図書館のあり方を示唆するような先進的な機関に対してＮＰＯ法人知的資源イニシア
ティブから与えられる賞であり、センターがこれまで行ってきた、村民と観光へのサービスを充実させる取
組が評価を受けました。
　2015年の開館から文化情報センターは恩納村の歴史・文化並びに各種イベント等の観光関連情報を発
信する拠点及び、地域住民が郷土の歴史・文化等を学習する場とし、新しい観光資源を活用した文化交
流の一角を担う人材育成の場を目的として運営してまいりました。今後も村民及び村に貢献し、充実した
施設にすべく一層努力してまいります。

特別企画　直木賞作家　真藤順丈氏　講演会「沖縄と文学」

『祝！Library of the Year　2019　優秀賞受賞』

11月のイベント

日時：11月10日（日）  14時開演（開場13時30分～）
場所：恩納村博物館１階研修室
主催：恩納村文化情報センター
定員：150人（要予約）
受付方法：電話またはセンター２階（受付中）

　1977年東京生まれ。
小説家。文教大学文学
部 卒 業。2008年「地
図男」で第３回ダ・ヴィ
ンチ文学賞大賞、「庵
堂三兄弟の聖職」で第
15回日本ホラー小説大
賞大賞、「東京ヴァンパ
イア・ファイナンス」で
第１５回電撃小説大賞
銀賞、「RANK」で第３回ポプラ社小説大賞特
別賞をそれぞれ受賞してデビュー 18年に刊行し
た『宝島』で第９回山田風太郎賞、第160回直
木賞、第５回沖縄書店大賞を受賞。他の著書に
『バイブルDX』『畦と銃』『墓頭』などがある。

『真藤順丈プロフィール』

毎週土曜日１１時より２階図書フロアおはなしの部屋で開催しています。
2日、9日、16日、23日、30日今月のおはなし会

写真／森清

だくじゃく
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平成30年度（決算）　恩納村財政状況

もし、平成30年度の予算を家計簿に置き換えたとしたら…
（年収500万円とした場合の家計簿は…）

≪収入≫
種　　類 金　額

年収（給与）

内
訳

基本給

諸手当

親などからの
援助

貯金の取り崩し

銀行からの借金

パート収入ほか

地方税
村民税や固定資産税などの税金
譲与税、交付金
地方譲与税や地方消費税交付金など
国県支出金、地方交付税
国や県から交付されるお金
繰入金
不足を補うため基金から取り崩すお金
地方債
村が国や金融機関から借り入れるお金
財産収入、繰越金、分担金など
軍用地料、前年度繰越金、保育料など

500万円

400万円

100万円

206万円

43万円

33万円

134万円

916万円合　　　計

≪支出≫
種　　　類 金　額

879万円

93万円

95万円

54万円

31万円

347万円

54万円

119万円

86万円

食　　費

光熱水費

ローンの返済

貯金

友人などへ
の援助

医療費・
教育費など

家族への
仕送り

家や車の
購入・改修

人件費
職員の給料や議員等への報酬 
物件費
光熱水費、消耗品、備品購入費など
扶助費
高齢者など社会福祉のための費用
公債費
借入金の返済金
維持補修費、普通建設費、災害復旧費
道路や公共施設の建設・改修費用
繰出金
特別会計に支出する経費
補助費等、貸付金
各種団体への負担金・補助金
積立金
基金への積立金

合　　　計

特別会計・公営企業会計決算の状況

一　般　会　計　

区分 歳入額 歳出額 前年度比前年度比

国民健康保険

後期高齢者医療

下水 道 事 業

水 道 事 業

16億7,340万円

1億266万円

3億3,837万円

8億4,348万円

△1.4%

6.0%

△37.6%

2.5%

16億2,489万円

1億240万円

3億3,007万円

9億1,329万円

△11.9%

5.8%

△38.4%

△2.0%

※水道事業：不足分は過年度分損益勘定留保資金で補てんしました。

譲与税・交付金等
3%

財産収入
15%

地方税
13%

繰越金等
20%

地方交付税
11%

国庫
支出金
21%

県支出金
9%

地方債
7%

自主財源
49%

依存財源
51%

歳入　123億5,564万円

歳出　118億7,012万円

人件費
11%

扶助費
6%
公債費
3%

普通建設費
39%災害復旧費

0.1％

補助費等
13%

物件費
11%

積立金
10%

その他
1%

義務的経費
20%

投資的経費
39%

その他の
経費
41%

平成30年度に行った主な事業（金額はH30年決算額）

● 教育・文化（歴史と文化が薫り英知を育む村）
　・恩納村立統合中学校（仮称）整備事業 
　・教育支援特別支援員配置事業
　・博物館運営事業
● 保健・医療・福祉（皆が安心して暮らせる健康の村）
　・学童施設整備（恩納校内）
　・障害者自立支援給付事業 
　・こども医療費助成
● 産業・経済（人々が集い活力ある豊かな村） 
　・万座毛周辺活性化施設整備事業
　・恩納漁港整備事業
　・災害に強い高機能型栽培施設導入事業
　・恩納村観光誘客・おもてなし推進事業
● 生活環境（美しい自然と共生する潤いのある村）
　・勢高排水路整備事業
　・村道勢高1号線整備事業
　・村道喜瀬武原11号線整備事業
　・名嘉真川橋梁整備事業
　・農業集落排水事業（恩納第2地区） 
● 自治体運営（村民が参加し協働して築く村）
　・冨着区自治公民館建設事業
　・村営宇加地団地新設事業
　・恩納村ふるさとづくり応援寄付金活用事業

13億5,636万円
4,439万円
2,282万円

5,878万円
3億1,938万円
2,529万円

2億1,453万円
2億635万円
5,944万円
3,206万円

2億4,182万円
4,587万円
9,222万円
6,176万円

1億7,272万円

1億3,065万円
3億8,906万円
1,496万円

（※H30年度は全国から1億7,185万円の寄付金がありました。）

基金運用状況（H30年.4月～R1年.5月）

一 般 会 計
下水道事業
水 道 事 業

12.0%
△0.4%
△10.0%

36億6,087万円
7億7,033万円
5億4,352万円

41億181万円
7億6,750万円
4億8,917万円

前年度比本年度末残高前年度末残高

健全化判断比率と資金不足比率

村債の状況

指　標　名

資金不足比率

本村の比率 早期健全化
基準（黄信号） 内　容

健
全
化
判
断
比
率

赤字なし
赤字なし
5.6%

赤字なし

資金不足
なし

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率

将来負担比率

15%
20%
25%

350%

20%

一般会計等の赤字の割合

全会計の赤字の割合

年間の借入金返済額の割合

将来に負担が見込まれる
負債の割合
公営企業の資金不足額の
事業規模に対する割合

令和元年度上半期（4月～9月末）の財政状況

区　　　　　分 本年度末残高 前年度比
1%
0%
5%
－
0%
0%
△45%
0%

19億1,589万円
4億8,167万円
25億4,717万円

0円
300万円
60万円

2,286万円
4,300万円

財政調整基金
減債基金
その他特定目的基金
国民健康保険基金
高額療養貸付基金
水洗便所改造資金貸付基金
農業集落排水施設管理基金
減債基金

一般
会計

国保

下水道

水道

村民1人当たりの税負担額と使われ方

●1人当たり村税負担額
　15万1,070円

●年間に使われたお金
　1人当たり=89万280円

●保育園児に使われるお金
　1人当たり=128万5,500円

●ごみ処理に使われるお金
　1人当たり=3万4,410円

●小学生に使われるお金
　1人当たり=45万6,570円 ●1人当たり医療費

　23万2,290円
●中学生に使われるお金
　1人当たり=461万8,790円（※統合中学校整備費も含まれます）

　平成30年度恩納村一般会計と特別会計、企業会計が9月定例議会で承認されました。
　村民のみなさまから納めていただいた税金や地方交付税、国・県からの補助金が平成30年度中にどのように入っ
てきたか、どのように使ったかを知っていただくため、条例に基づいて毎年5月と11月に財政状況を公表します。
●平成30年度決算の概要
　平成30年度の一般会計と特別会計、公営企業会計を合わせた
決算額は、歳入が153億1,355万円、歳出が148億4,077万円で、
歳入歳出差引額は4億7,278万円となりました。
●一般会計の状況
　一般会計の歳入は123億5,564万円、歳出は118億7,012万円
で、Ｈ31年度への繰越額を差し引いた実質収支額は3億5,814万
円となりました。歳入では、村税や国庫支出金、県支出金、前年
度からの繰越金が増となり、繰入金、分担金及び負担金が減とな
りました。歳出においては、普通建設事業費、災害復旧費及び積
立金が増となり、物件費、維持修繕費が減となりました。
●今後の見通し
　村税収入は増加しているものの、公共施設等の更新や社会福祉
等の経費について増加が見込まれるため、公共施設の効率的な運
用等により経常経費の抑制及び新たな財源の創出を進め、村民
サービスの向上に努めていきます。

　本村では、５つの基本目標に沿った事業を実施していま
す。平成30年度に行った主な事業を紹介します。

※人口は10,937人（H31.1月1日現在）、小学生は642人、中学生は302
人（H31.5.1現在）、保育園児は287人（H31.4.1現在）で普通交付税の
基礎数値を基に算出しています。

▲博物館事業（フィールドワーク） ▲学童施設整備（恩納校内）

▲恩納漁港（-2.5ｍ物揚場） ▲万座毛（第二駐車場完成・左側）

▲勢高1号：250ｍ完成（南恩納区） ▲下水道宅内配管工事

▲冨着区自治公民館 ▲村営宇加地団地

区　分

区　分 予算額 収入済額 支出済額
一般会計

国民健康保険
後期高齢者医療
下水道事業

水道事業（収益的）
水道事業（資本的）

142億4,114万円
15億7,595万円
1億218万円
8億8,471万円
7億6,293万円
5億7,311万円

49億2,038万円
7億4,448万円

4,915万円
3億204万円
3億1,051万円

0万円

42億1,524万円
6億5,017万円
3,852万円

2億9,373万円
2億1,912万円
7,160万円

歳入

歳出

譲与税・交付金等
3%地方債

7%

繰出金
6%
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恩 納 村 史
編 さ ん
だ よ り69

恩
納
村
歌

　
み
な
さ
ん
「
恩
納
村
歌
」
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
恩
納
村
の
公
式
行

事
で
耳
に
す
る
こ
と
が
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
日
頃
か
ら
み
な
さ
ん

に
親
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
役
場
電

話
の
保
留
音
も
村
歌
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

時
々
「
い
つ
頃
で
き
た
歌
な
の
？
」
と
質
問
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、『
恩
納
村
誌
』
に
歌
詞
や
楽
譜
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
制
定
年
が
記
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
唯
一
の
手
掛
か
り
は
『
恩
納
小
学
校
百

周
年
記
念
誌
』
の
沿
革
史
メ
モ
で
、
昭
和
17
年
の
欄
に
わ

ず
か
１
行
「
恩
納
村
歌
制
定
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

す
。
よ
っ
て
、
村
歌
が
制
定
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
詳
し

い
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
作
詞
し
た
當
山
正

堅
と
、
作
曲
し
た
新
城
正
一
の
人
間
関
係
か
ら
考
察
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
述
の
記
念
誌
に
は
儀
部
（
旧
姓
花
城
）
ハ
ツ
先
生
の

「
恩
納
校
の
思
い
出
」と
い
う
寄
稿
文
が
あ
り
ま
し
た
。「
昭

和
18
年
４
月
沖
縄
県
よ
り
、
助
教
師
と
し
て
の
辞
令
を
拝

命
し
て
事
情
も
知
ら
な
い
恩
納
小
学
校
へ
赴
任
し
た
の

が
、
私
の
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
中
略
）「
白
砂
青
松
連
な
り
て…

」
と
当
山
村
長
さ
ん
と

声
高
ら
か
に
唄
っ
た
あ
の
村
歌
」
と
あ
り
ま
す
。
ハ
ツ
先

生
と
一
緒
に
恩
納
村
歌
を
歌
っ
た
当
時
の
村
長
と
い
う
の

が
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
作
詞
者
の
當
山
正
堅
で
す
。

　
當
山
正
堅
は
１
８
８
６
（
明
治
19
）
年
、
現
在
の
谷
茶

区
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
沖
縄
県
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
若

く
し
て
国
頭
村
辺
戸
小
学
校
の
校
長
を
務
め
、「
戻
る
道
」

を
開
削
す
る
な
ど
、
教
育
行
政
や
社
会
活
動
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。
教
師
と
し
て
県
内
各
地
で
教
鞭
を
と
っ
た

後
、
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
６
月
か
ら
１
９
４
６
（
昭

和
21
）
年
１
月
28
日
ま
で
恩
納
村
長
を
務
め
ま
し
た
（
戦

時
中
は
一
時
中
断
）。
村
長
退
任
後
は
、
沖
縄
民
政
府
の

文
化
部
長
を
務
め
る
な
ど
、
沖
縄
の
文
化
行
政
に
も
尽
力

し
た
人
物
と
し
て
有
名
で
す
。

　
作
曲
者
の
新
城
正
一
は
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年
、
名

嘉
真
区
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
沖
縄
県
師
範
学
校
在
学
中
に

音
楽
家
、
宮
良
長
包
先
生
に
出
会
い
深
い
感
銘
を
受
け
、

東
京
武
蔵
野
音
楽
学
校
へ
進
学
し
ま
す
。
卒
業
後
に
は
福

岡
県
小
倉
、
八
幡
、
門
司
中
学
校
教
諭
を
勤
め
、
１
９
３

８
（
昭
和
13
）
年
12
月
、
陸
運
省
の
「
愛
馬
進
軍
歌
」
作

曲
募
集
に
応
募
し
、
３
，
０
０
０
余
扁
の
中
か
ら
見
事
一

等
当
選
し
、
作
曲
家
と
し
て
も
全
国
に
名
が
知
れ
渡
り
ま

し
た
。
當
山
正
堅
は
正
一
の
快
挙
を
と
て
も
喜
び
、
沖
縄

県
内
の
様
々
な
機
関
に
働
き
か
け
、
盛
大
な
演
奏
会
ま
で

催
し
た
そ
う
で
す
。

　
正
一
の
父
・
正
成
の
手
記
に
は
、
一
期
後
輩
と
し
て
沖

縄
師
範
学
校
へ
入
学
し
て
き
た
當
山
正
堅
の
こ
と
を
「
同

村
出
身
の
弟
分
が
入
学
し
た
と
大
喜
び
し
た
」
と
記
し
て

い
ま
す
。
同
郷
の
恩
納
村
か
ら
共
に
教
師
を
志
し
、
同
窓

と
し
て
勉
学
に
励
ん
だ
こ
と
か
ら
、
當
山
正
堅
と
新
城
正

成
の
親
交
は
深
ま
り
、
さ
ら
に
は
正
成
の
息
子
で
あ
る
正

一
の
活
躍
も
、
當
山
正
堅
は
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん

だ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
正
一
は
、
１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
に
35

歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
晩
年
ま
で
県
外

で
教
師
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、１
９
４
０
（
昭

和
15
）
年
に
は
天
願
小
学
校
、
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年

に
は
多
良
間
小
学
校
の
校
歌
な
ど
次
々
と
作
曲
し
ま
し

た
。
恐
ら
く
「
愛
馬
進
軍
歌
」
の
一
等
当
選
で
全
国
的
に

有
名
に
な
っ
た
功
績
が
重
視
さ
れ
、
遠
く
離
れ
た
沖
縄
か

ら
次
々
と
作
曲
依
頼
が
舞
い
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
に
は
恩
納
小
学

校
の
校
歌
も
作
曲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恩
納
村
歌
に
つ

い
て
も
故
郷
の
村
長
で
、
作
詞
者
で
あ
る
當
山
正
堅
か
ら

依
頼
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
の
村
勢
要
覧
か
ら
、
村
歌
の

編
曲
者
と
し
て
屋
富
祖
寛
治
の
名
前
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
に
は
レ
コ
ー
ド
も
作
ら

れ
ま
し
た
。
屋
富
祖
寛
治
さ
ん
が
村
歌
を
編
曲
し
た
経
緯

に
つ
い
て
も
詳
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
何

か
ご
存
知
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
村
史
編
さ

ん
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
町
田
）

（
當
山
正
堅
に
つ
い
て
は
広
報
お
ん
な
３
９
１
号
、
新
城

正
一
に
つ
い
て
は
広
報
お
ん
な
３
９
３
号
で
詳
し
く
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
）

■
参
考
文
献

『
恩
納
村
誌
』　
１
９
８
０
年
　
仲
松
弥
秀

『
い
や
し
の
里
　
名
嘉
真
』　
２
０
１
２
年
　
名
嘉
真
区

『
当
山
正
堅
伝
』　
１
９
５
９
年
　
当
山
正
堅
先
生
伝
記
編
集
会

『
恩
納
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
』　
１
９
８
４
年
　
恩
納
小
学
校

創
立
百
周
年
記
念
事
業
期
成
会
　

『
恩
納
村
村
勢
要
覧
』　
１
９
７
８
年
　
恩
納
村
役
場
企
画
課

広
報
お
ん
な
　
３
９
１
号
、３
９
３
号
　
恩
納
村
誌
編
さ
ん
室
だ
よ
り 恩納村歌のレコード（1983年）

『恩納小学校百周年記念誌』沿革史
（昭和17年の部分）

恩納村歌

一
、
青
き
み
空
に
そ
び
え
た
つ

　
　
　昔
な
が
ら
の
恩
納
岳

　
　明
る
い
日
射
し
照
り
映
え
て

　
　
　み
い
つ
あ
ま
ね
く
い
や
た
か
し 

〳
〵

二
、
太
平
洋
の
黒
潮
を

　
　
　う
け
て
轟
く
万
座
毛

　
　あ
ヽ
天
然
の
美
た
ぐ
い
な
き

　
　
　神
の
み
わ
ざ
の
尊
さ
よ 

〳
〵

三
、
南
残
波
の
入
江
よ
り

　
　
　北
は
武
瀬
名
の
岸
辺
ま
で

　
　白
砂
青
松
連
な
り
て

　
　
　そ
の
名
う
る
わ
し
恩
納
村 

〳
〵

四
、
地
の
利
人
の
和
恵
ま
れ
て

　
　
　山
に
畑
に
又
海
に

　
　老
も
若
き
も
増
産
に

　
　
　燃
ゆ
る
農
村
こ
こ
に
あ
り 

〳
〵

作詞　當山 正堅
作曲　新城 正一
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文化財普及事業「掘り出された戦前のうんな」展開催中
　近年では、近世・近代の遺跡の発掘調査が多くなっています。
　これらの調査によって戦争以前のかつての沖縄の人々の暮らしや現在までの景観の変遷などがわかりつつ
あります。そこで、県内の市町村と合同で近世・近代の遺跡をテーマとした合同企画展「掘り出された戦前
の沖縄」を県内の11箇所の会場で開催します。
　合同展の最初の開催地である恩納村では、戦前の掘り出された埋蔵文化財の公開活用を目的とし、村内の
近世から近代にかけての古集落跡や当時の道具などを紹介します。　
また、関連事業としまして宜野座村、金武町、恩納村の３町村合同で「掘り出された近世・近代の金武・宜野座・
恩納」展を10月26日から宜野座村立博物館で開催します。
　この機会に是非、本村の埋蔵文化財を知る機会となれればと思います。また、３町村合同展におきましても、
金武間切時代の様子をこの機会にぜひ、ご覧ください。

恩納村の文化財 64
文化係：崎原

学芸員のはなし 65
学芸員：後藤

恩納村博物館講座「バーキ作り」参加者募集！

「第48回沖縄県芸術文化祭 写真選抜展in恩納村博物館」を開催します！

　博物館では竹を使った代表的な民具「バーキ」作りの講座を開催いたします。講師の方々の指導の下、材
料の竹をナタなどの刃物を使って加工し、竹籠を編んでいく一連の工程を実際に参加者に行ってもらい、
バーキの完成を目指します。この機会にぜひ、ご参加ください。

　沖縄県芸術文化祭本展・写真部門の受賞作品と入選作品の中か
ら選抜された写真作品を展示いたします。皆様お誘い合わせの上、
是非ご来場ください。

文化財普及事業「掘り出された戦前のうんな」展開催中

申し込み・お問い合わせ：恩納村博物館　☎９８２－５１１２

日　　時　11月30日（土）、12月１日（日）　9：30～14：30
場　　所　博物館１階ピロティ
講　　師　「山原ものづくり塾」塾頭・木下義宣氏、
　　　　　他会員のみなさん
対　　象　村内在住者で初めて参加される方
　　　　　（２日間参加できる方）
　　　　　※ナタなどの刃物を使用するため、18歳以上の方を
　　　　　　対象とします。
定　　員　新規受講者５名（申込み多数の場合は抽選。受講決定は
　　　　　11月26日頃までに電話連絡いたします）
募集期間：11月１日（金）～11月24日（日）　9：00～17：00
　　　　　電話又は直接申込みください。
　　　　　※11月５日、６日、11日、18日は休館のため受付不可。
参 加 費：50円（２日間の保険料として）※当日徴収
持 ち 物：マイナスドライバー、剪定ばさみ

日時　10月８日（火）～ 11月10日（日）
　　　9：00～ 17：00
　　　※毎週月曜日休館
場所　恩納村博物館企画展示室

恩納村博物館講座「バーキ作り」参加者募集！

「第48回沖縄県芸術文化祭 写真選抜展in恩納村博物館」
開催期間　12月11日（水）～ 25日（水）　9：00～ 17：00
　　　　　　　※12月16日、23日は休館
場　　所　博物館２階企画展示室・展示ホール
観 覧 料　無　料

「第48回沖縄県芸術文化祭　本展」
開催期間　11月16日（土）～ 11月24日（日）
場　　所　沖縄県立博物館・美術館
※観覧無料ですので、本展もぜひご覧ください。

「第48回沖縄県芸術文化祭 写真選抜展in恩納村博物館」を開催します！



広報おんな　2019.11 1213 広報おんな　2019.11

お問い合わせ：福祉健康課　健康づくり係
☎９６６－１２０７

お問い合わせ：福祉健康課　母子保健係　☎９６６－１２０７

募集内容　１年間の登録期間内に空きが出た場合、公
開抽選を行う。

申込期間　11月11日（月）～ 11月22日（金）
　　　　　午前８時30分～午後５時　※期間厳守
申込方法　所定の申込用紙を建設課で受け取り、必要

書類を添付し、お申し込みください。
選考方法　書類審査・実態調査・審査委員会選考
○申込用紙は、建設課にて配布しています。

お問い合わせ：建設課　管理係
☎９６６－１２０３

村営住宅補充入居者募集今月の集団健診のお知らせ

令和2年度恩納村保育所入所申込受付のお知らせ
受付期間　在園児：11月１日（金）～ 11月15日(金)　※土・日・祝日を除く
　　　　　　　　　（夜間受付）11月６日（水）、11月13日（水）
　　　　　新　規：11月18日（月）～ 11月29日（金）※土・日・祝日を除く
　　　　　　　　　（夜間受付）11月20日（水）、11月27日（水）
時　　間　午前9時～ 12時　　午後1時～ 4時45分
　　　　　 （夜間受付）在園児・新規ともに午後5時～午後8時
場　　所　役場　１階ロビー　（夜間受付）福祉健康課窓口
対象児童　恩納村民で、０歳から4歳児までの「保育を必要とする乳幼児」
　　　　　●０歳児の受け入れは、令和2年４月１日時点で入所基準月齢に達していること。（各保育所（園）

によって異なります）
　　　　　●風の森保育園のみ５歳児（平成26年4月2日～平成27年4月1日生まれ）の受け入れを行っ

ています。
申込方法　在園児・新規ともに、提出先は村役場となります。

・受付期間を過ぎますと、入所調整に影響しますのでご注意ください。
・提出書類に不備等がある場合は受付出来かねますので、不安な方は役場にて確認をするなど、なるべ
く早目の対応をお願いいたします。
※詳細につきましては、恩納村ホームページの「令和2年度保育所入所案内」をご覧ください。

●11月21日(木)　山田公民館
●11月28日(木)　恩納公民館
受付時間　午前8：30～ 11：00
※健診当日は、必ず受診券を持参してください。

防火対象物適合表示制度「適マーク金」を交付自衛隊ボランティア活動

カケハシ・プロジェクト

申込み・お問い合わせ：企画課 定住促進係
☎９６６－１２０１

　終活（シュウカツ）とは、自分のこれからの人生
をよりよく生きるために情報や知識を得て、人生の
エンディングに向けて前向きに準備をしていくこと
です。終活を始めるのに年齢は関係ありません。ご
自分の今のために、大切な人のこれからのために終
活始めてみませんか？
日　時　①11月22日（金）19：00～ 21：00
　　　　　「もめない相続について考えよう」
　　　　②11月29日（金）19：00～ 21：00
　　　　　「エンディングノートを書いてみよう」
場　所　ふれあい体験学習センター
講　師　前里大樹　氏
　　　　（相談診断士/ファイナンシャルプランナー）
対　象　村内在住または在職の一般成人
参加費　1,000円
　　　　（エンディングノート代・初日に徴収）
持ち物　筆記用具
定　員　20名
申込み　11月20日（水）　17：00まで
　　　　（定員に達し次第締め切り）

　カケハシ・プロジェクト（KAKEHASHI Project）
は、外務省から委託を受けた一般財団法人日本国
際協力センター（JICE）が実施する米国交流派遣
事業です。また、高校生及び大学生を対象に募集
が行われ、参加者は日本の政治、経済、社会等の
姿勢や魅力等を発信する学習及び交流プログラム
が受けられます。
派遣期間　2020年3月予定（６泊８日予定）
派遣対象国　米国（ワシントンDC、ニューヨーク

ほかを予定）
対 象 者　①派遣時に高校生・大学生（年齢25

歳以下）であること。
②沖縄県出身で恩納村に居住する者又
は恩納村出身で県内に居住する者。
③派遣国で対外発信・意思疎通ができ
る程度以上の英語力を有すること。

応募締切　12月６日（金）必着
○申込方法など詳しくは、村ホームページをご覧
になるか企画課までお問い合わせください。

　「適マーク金」交付施設　
ベストウェスタン沖縄恩納ビーチ
　３年間継続して防火安全に関する基準に適合した
場合に適マーク「金」が交付されます。
今回、金武地区消防本部管内（金武町、恩納村、宜
野座村）から初の「金」交付となりました。
※表示マーク制度は一定規模以上の施設が対象で申
請制度であり、表示マークを掲げていない施設が
必ずしも消防法令違反ではありません。

　航空自衛隊恩納分屯基地では、恩納村美化活動
推進協議会から、「恩納村緑の美ら回廊プロジェ
クト」への参加協力の要請を受け、基地周辺の国
道58号の美化活動を平成29年４月から毎月１回
を基準にボランティアとして実施しています。
　今回は、米陸軍と共同で実施し、100名以上の
参加で海岸を清掃しました。航空自衛隊恩納分屯
基地司令の白幡２佐は「サンゴ礁の広がる美しい
海岸を維持するために海岸周辺を清掃しました。
今後も継続して恩納村の美化に貢献していきま
す」と話しました。

申込み・お問い合わせ：社会教育課（比嘉・安永）
☎９６６－１２１０

生涯学習講座
うんな大学「終活を考える」講座

～注意～

商品券1,000円分もらえる！
恩納村健診受診キャンペーン実施中！
対象期間の集団健診はこれが最後だよ！仲吉武消防長と防火管理者の古堅宗則さん
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くらしの 情 報

■第８回SCORE!　サイエンス in 沖縄：起業のた
めの研究能力
　県内高校生が新しい科学技術のプロジェクトを考
案・発表し、アイディアを競い合います。ぜひ高校
生たちの応援にお越しください。
日　時　12月14日（土）9：30－17：00
会　場　OIST講堂
参加費　無料

■サイエンストークVol.２
　OIST学生によるサイエンストークイベント（10
月から３月まで毎月開催）
日　時　12月27日（金）18：30－19：30
会　場　ジュンク堂那覇店 
参加費　無料

イベント情報

お問い合わせ：
沖縄科学技術大学院大学　地域連携セクション
☎966－2184

お問い合わせ：名護税務署　総務課
　　　　　　　☎０９８０－５２－２９２０

11月11日（月）～ 11月17日（日）
「くらしを支える税」
　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税
務行政に対する知識と理解を深めていただくため、
毎年11月11日から17日を「税を考える週間」と
して、様々な広報広聴活動を行っています。
○沖縄税理士会による無料相談会
日時　11月14日（木）　13：00～ 16：00
場所　名護市役所ロビー

お問い合わせ：沖縄県立石川青少年の家
　　　　　　　☎９６４－３２６３

日　　時　12月１日（日）　9：00～ 15：00
場　　所　県立石川青少年の家
参加対象　小学生以上の家族　（定員25人程度）
参 加 料　大人500円　子ども300円
　　　　　※材料費・保険料その他
申込期間　11月19日（火）～ 11月26日（火）
　　　　　9：00～ 17：00
　　　　　電話にて申し込み
　　　　　※定員に達し次第締め切り

日　　時　12月15日（日）　9：00～ 13：10
場　　所　県立石川青少年の家
参加対象　個人・家族　（定員15人程度）
参 加 料　１人500円　※材料費・保険料その他
申込期間　12月３日（火）～ 12月10日（火）
　　　　　9：00～ 17：00
　　　　　電話にて申し込み
　　　　　※定員に達し次第締め切り

お問い合わせ：総務課　☎９６６－１２００

日時　11月21日（木）
　　　午前10時～ 12時　/　午後1時～ 3時
　　　最終受付は2時30分
場所　恩納村コミュニティセンター
受付　11月14日（木）から総務課窓口または電話
●限られた時間で相談できるよう、あらかじめ相談
内容の要点をまとめておいてください。関係書類
がある場合はお持ちください。
　※初めて相談する方を優先とします。

お問い合わせ：建退共沖縄支部　☎876－5214

　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建
設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業
の振興を目的として設立された退職金制度です。
加入できる事業主：建設業を営む方
対象となる労働者：建設業の現場で働く人
掛　　　　　　金：日額310円

お問い合わせ：恩納村リゾートウェディング活性化協議会
　　　　　　　☎８６０－０６７０

　恩納村リゾートウェディング活性化事業の一環
で、村内で結婚式を挙げるカップルを対象に「恩納
村プレミアムパスポート」を配布します。
　同封されたハート型のロゴステッカーを対象ショ
ップで提示すると、各ショップの特典を受けること
ができます。特典を受けられるショップは、プレミ
アムパスポートのフラッグや看板が目印となってい
ます。
　詳しくは「恩納村リゾートウェディング」のサイト
https://www.onnawedding.net/をご確認ください。

75Ｗ以上の区域の防音建具機能復旧工事について

どんぐり工作に挑戦しよう合同相談のお知らせ

「恩納村プレミアムパスポート」の
配布開始

カーサムーチーづくり

税を考える週間

　総合センターは、内閣府が設置している政府共通
の相談窓口です。
◇以下のような相談を受け付けています。
　・転嫁に関すること　・広告、宣伝に関すること
　・消費税の総額表示　・便乗値上げ
　・軽減税率　　　　　・価格設定ガイドライン
○フリーダイヤル：0120－200－040
　（IP電話や固定電話）
○ナビダイヤル：0570－200－123
　（通話料金がかかります）
　受付時間　9：00～ 17：00
　（土・日・祝日・年末年始を除く）
　消費税価格転嫁等対策に関する情報については、
内閣府ホームページ「消費税価格転嫁等対策」をご
覧ください。

消費税価格転嫁等総合相談センターのご案内

知っていますか？建退共制度
恩納村への寄付者
香典返し
■古波蔵 清喜 様（故 古波蔵 清繁 様）　 　 ５万円
恩納村社会福祉協議会への寄付者
香典返し
■宇江城　安勇　様（故 宇江城 初子 様）　10万円
■池原 丈博 様（故 池原 曄一 様）　　 　　10万円
■兵頭 ケイ子 様（故 兵頭 一志 様）　　 　 ５万円

ご芳志ありがとうございました

お問い合わせ：福祉健康課　☎９６６－１２０７

お問い合わせ：沖縄防衛局 企画部 住宅防音課　☎９２１－５１５０（直通）

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。
●児童虐待とは…？
　身体的虐待…殴る、蹴る、叩く、投げ落とす　など
　性的虐待…子どもへの性的行為　など
　ネグレクト…家に閉じ込める、食事を与えない　など
　心理的虐待…言葉による脅し、無視　など
●子どもや保護者のこんなサインを見落としていま
せんか？
子どもについて
　・不自然な傷や打撲のあとがある
　・落ち着きがなく乱暴である
　・衣類やからだがいつも汚れている
保護者について
　・地域などと交流がなくいつも孤立している
　・小さい子どもを家においたまま外出している
　・子どものけがについて不自然な説明をする
◉児童相談所や福祉健康課までご連絡ください。◉
　あなたの１本の電話で救われる子どもがいます。
児童虐待かもと思ったらすぐにお電話ください。
児童相談所全国共通３桁ダイヤル　１８９

お住いの地域の児童相談所につながります。
※通話料がかかります。

　沖縄防衛局では、嘉手納および普天間飛行場周辺の住宅防音工事を実施後、10年以上経過した防音建具
の取り替え（防音建具機能復旧工事）を行っております。

　対象となる住宅のうち、75Ｗ※区域に所在する住宅
につきましては、これまで昭和61年度までに防音工事
を実施した住宅に制限しておりましたが、今年10月よ
り、実施対象を「防音工事実施後10年以上経過してい
る住宅」すべてに拡大しました。
　工事を希望される方は、「希望届」の提出が必要とな
ります。詳細につきましては、沖縄防衛局までお問い
合わせください。なお、役場企画課窓口でも「希望届」
の様式を受領することが可能です。

※Ｗとは、「Weighted Equivaient Continuous Perceived Noise Level（WECPNL）」（加重等価継続感覚騒音レベル）
の略のことで、多数の航空機から受ける騒音の総量（総暴露量）を、１日の平均として総合的に評価するもので、
ICAO（国際民間航空機構）で提案された航空機騒音の「うるささ」を示す単位です。

11月は児童虐待防止推進月間です！

お問い合わせ：恩納村商工会　☎９６６－８２５８

　恩納村では、産業競争力強化法に基づく創業支援
事業計画の認定を受け、その計画に沿って創業支援
を実施しています。
　創業希望者の方、創業５年以内の方を対象として
「創業に興味があるけど何を準備したらいいかわか
らない」「開業したものの当初の計画と違う」等々、
創業全般について無料でご相談に応じます。随時お
気軽にお問い合わせください。
　また、中小企業診断士や税理士が同席する専門家
個別相談会も行っています。詳しくは、恩納村商工
会ホームページをご覧ください。
専門家個別相談会日程　（13：30～ 16：30）
●中小企業診断士
　11月６日（水）、20日（水）、12月５日（木）
　１月10日（金）、23日（木）
●税理士
　11月5日（火）、27日（水）、
　12月10日（火）、18日（水）
　１月７日（火）、29日（水）

起業したい方へ　夢を応援します!!
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お問い合わせ　福祉健康課 健康づくり係　☎966―1207

日時：11月17日（日）　午前10時～午後4時
場所：恩納村ふれあい体験学習センター

※チラシに掲載されているイベント内容は、諸事情により変更になる場合もあります。

恩納村健康福祉まつり開催のお知らせ！
　今年も健康や福祉について様々な情報を発信できるよう、楽しい企画などをご用意して村民の皆様のお越
しをお待ちしております。なお、まつり内容の詳細については、チラシをご確認ください。
（各公民館から配布、役場窓口、恩納村ホームページ）

恩納村健康福祉まつり開催のお知らせ！
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【校章選定の経過】
４月１日～ 5月31日

６月５日
７月16日

７月27日、28日
　　９月２日～ 25日

10月10日

10月下旬

全国から校章募集。計484作品の応募
中学校統合推進協議会第２回総務部会にて７案に選考
第３回総務部会にて、専門家を交え前回案を参考に追加作品も含め７案に選考
村民を対象とした、校章デザインアンケート実施（うんなまつり会場）
村内各小中学校にて校章デザインアンケート実施
対象：うんな中学校開校時（４月）、１～３年生
中学校統合推進協議会第4回総務部会にて最終選考
森マリエ様の作品に決定
校章デザインの公表

お問い合わせ：中学校統合推進室　☎９６６－１２０９
◆うんな中学校に関する情報を随時配信中☞HP：http://tougou-onna.strikingly.com

　10月10日に開催された、中学校統合推進協議会第４回総務部会において、うんな中学校の校章が決
定しました。
　決定については、デザインの専門家も交え、村民投票や学生投票の結果を参考に協議し、下記の作品
に決定となりました。
　この度は、皆様より多くの校章デザインの応募ありがとうございました。

●選考理由
　村民、村内学生アンケートでもトップの票を得ており、恩納村の自然を
上手くモダンに表現している良いデザインであること。
また、現在準備中の校歌の歌詞とも整合性もあることから選考し、決定と
なりました。

【デザイン説明】
　真ん中の「うんな中学校」を囲むように、海（波）・山・サンゴ・鳥
のモチーフを描き、中学校の周りに広がる自然豊かな恩納村の魅力を
デザインしました。
　太くて丸みのある線と書体にすることで親しみやすさを出してい
ます。また、５つの中学校が統合するということを、５つのカラーで表
現しました。

【作者からのコメント】
　この度はうんな中学校の校章デザインに採用していただきましたことを大変光栄に思います。
　海、山、空、恩納村に広がる豊かな自然に思いをはせながらデザインさせていただきました。これから始まるうんな
中学校での生活、さらには卒業後も皆さまと共に歩んでいく校章となりますよう心より願っております。　森 マリエ
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【校章デザイン】 作者：森 マリエ 　出身地：東京都


